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明
治
三
十
四
年
十
二
月
十
七
日
、

ア
メ
リ
カ
の
ラ
イ
ト
兄
弟
が
動
力
付

飛
行
機
で
人
類
の
夢
で
あ
っ
た
大
空

を
飛
ぶ
偉
業
を
実
現
し
ま
し
た
。そ
の

飛
行
よ
り
八
年
前
の
明
治
二
十
六
年
、

「
飛
行
器
」を
考
案
し
た
日
本
人
が
い

ま
す
。後
に
日
本
の
航
空
界
の
父
と
称

さ
れ
る
二
宮
忠
八
で
す
。現
在
で
は
あ

ま
り
知
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。忠
八
翁

の
業
績
は
戦
前
、国
語
や
社
会
の
教

科
書
に
載
っ
て
い
ま
し
た
が
連
合
国

軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部（
G
H
Q
）

の
施
策
の
も
と
国
内
で
の
航
空
機
の

研
究
の
放
棄
が
な
さ
れ
、そ
れ
以
来
、占
領
下
で
は
語
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。し
か
し
、忠
八
翁
の
空
へ
の
想
い
は
絶
え
ず
、大
正
四
年
自
邸
内
に

創
建
さ
れ
ま
し
た
飛
行
神
社
に
よ
っ
て
今
も
受
け
継
が
れ
て
お
り
ま
す
。

　

二
宮
忠
八
は
慶
応
二
年
愛
媛
県
八
幡
浜
に
お
生
ま
れ
に
な
ら
れ
、
カ
ラ
ス

の
滑
空
す
る
姿
を
見
て
飛
行
原
理
、
固
定
翼
の
理
論
を
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

明
治
二
十
四
年
四
月
二
十
九
日
に
「
カ
ラ
ス
型
飛
行
器
」
と
い
う
ゴ
ム
動
力

の
飛
行
機
の
飛
行
を
成
功
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
明
治
二
十
六
年
に
は
人

が
乗
る
こ
と
の
で
き
る
「
玉
虫
型
飛
行
器
」
の
設
計
図
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

し
か
し
、
エ
ン
ジ
ン
が
買
え
ず
、
軍
に
上
申
す
る
も
却
下
さ
れ
ま
し
た
。
退
役

後
、
自
力
で
飛
行
機
製
作
に
臨
む
も
ラ
イ
ト
兄
弟
の
飛
行
成
功
の
知
ら
せ
を

聞
き
製
作
中
の
飛
行
機
を
自
身
の
手
で
取
り
壊
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
航

空
事
故
の
記
事
を
目
に
し
た
こ
と
で
、「
自
分
も
航
空
事
故
で
亡
く
な
っ
て
い

た
か
も
し
れ
な
い
。

亡
く
な
っ
た
殉
難
者

を
慰
霊
し
、
共
に
空

の
安
全
と
発
展
を
祈

ろ
う
で
は
な
い
か
。」

と
の
思
い
か
ら
自
邸

内
に
飛
行
神
社
を
創

建
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
明
治
四

飛
行
神
社

　
宮
司

　
友
田

　
享

飛 

行 

神 

社 

〜
二
宮 

忠
八
の
思
い
〜
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十
三
年
、徳
川
・
日
野
両
大
尉
が
国
内
で
初
飛

行
を
成
功
さ
せ
ま
し
た
。そ
れ
か
ら
五
年
後
に

当
社
は
創
建
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
し
て
昨
年
、創

建
百
年
と
い
う
年
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。特
に
日
本
で
は
こ
の
年
、三
菱
重
工
の

M
R
J（
三
菱
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
ジ
ェ
ッ
ト
）の
初

飛
行
や
ホ
ン
ダ
の
ジ
ェ
ッ
ト
機
製
作
、国
産
ス
テ

ル
ス
機
飛
行
な
ど
が
予
定
さ
れ
、ま
た
ボ
ー
イ

ン
グ
社
の
旅
客
機
に
も
日
本
企
業
の
割
合
が
増

え
る
な
ど
日
本
の
航
空
元
年
と
称
さ
れ
、創
建

百
年
と
と
も
に
お
祝
い
す
る
事
ば
か
り
で
し
た
。

ま
た
今
年
は
二
宮
忠
八
生
誕
百
五
十
年
の
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。当
社
は
も
ち

ろ
ん
生
誕
の
地
の
八
幡
浜
市
や
カ
ラ
ス

型
飛
行
器
を
飛
ば
し
た
丸
亀
市
、飛
行
原

理
を
発
見
し
た
香
川
県
ま
ん
の
う
町
の

樅
の
木
峠（
峠
付
近
の「
道
の
駅
・
空
の
夢

も
み
の
木
パ
ー
ク
」内
に
二
宮
飛
行
神
社

鎮
座
）な
ど
様
々
な
場
所
で
記
念
事
業
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。き
っ
と
忠
八
翁
も

お
喜
び
に
な
ら
れ
、ま
た
一
層
お
力
を
頂

け
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

当
社
で
は
参
拝
に
来
ら
れ
る
航
空
関

係
者
、
技
術
者
の
方
々
と
お
話
し
さ
せ

て
頂
く
機
会
が
多
く
あ
り
、
航
空
機
の

開
発
は
も
ち
ろ
ん
、
整
備
を

さ
れ
て
い
る
方
、
近
年
で
は

宇
宙
事
業
の
関
係
な
ど
最
先

端
の
研
究
を
さ
れ
て
い
る

方
々
が
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の

方
々
が
口
を
そ
ろ
え
て
お
っ

し
ゃ
る
の
が
「
計
算
や
設
計
、

技
術
は
全
て
織
り
込
ん
だ
も

の
を
成
功
さ
せ
る
た
め
、
最
後
は
目
に
見
え
な
い
力
、
神
様
の
力
が
絶
対
に
必

要
な
ん
で
す
。」
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
中
に
は
天
候
等
の
自
然
現
象
は
も

ち
ろ
ん
、
目
に
見
え
な
い
力
を
必
要
と
す
る
日
本
人
の
大
切
な
心
を
感
じ
ま

す
。

　

忠
八
翁
の
夢
見
た
飛
行
機
は
今
で

は
日
常
の
交
通
網
の
一
つ
と
な
り
ま
し

た
。
創
建
百
年
を
た
っ
た
百
年
と
思

わ
れ
る
方
も
少
な
く
な
い
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
航
空
業
界
に
と
っ
て

こ
の
百
年
間
の
進
化
は
著
し
い
も
の

で
あ
り
ま
し
た
。
今
の
航
空
界
を
忠

八
翁
は
ど
の
様
に
思
わ
れ
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。
発
展
の
早
さ
に
驚
か
れ

て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
も
、

更
な
る
進
歩
を
求
め
て
い
る
で
し
ょ

う
か
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
忠
八
翁
は
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こ
れ
か
ら
も
同
じ
志
を
持
た
れ
た

開
発
者
や
研
究
者
の
お
力
に
な

り
、
共
に
技
術
の
進
歩
を
導
き
、

航
空
業
界
に
従
事
さ
れ
る
方
々

の
安
全
を
祈
り
続
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

当
社
は
「
空
は
一
つ
」
と
い
う
言
葉
を
大
切
に
し
て
お
り
ま
す
。
陸
も
海
も

限
り
が
あ
る
が
空
に
は
限
り
が
な
い
。
世
界
、
宇
宙
す
べ
て
一
つ
の
空
で
あ
る

と
い
う
意
味
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。
大
正
元
年
日
本
人
で
最
初
の
航
空
殉
難
者

で
あ
る
近
藤
元
久
氏
を
お
祀
り
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
合
祀
の
歴
史
は
昭
和

三
十
四
年
に
外
国
の
方
々
も
合
祀
す
る
こ
と
と
な
り
現
在
で
は
二
十
万
八
千

余
柱
を
お
祀
り
す
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
忠
八
翁
の
想
い
か
ら
殉
難
者
の
御

霊
と
共
に
空
の
安
全
を
祈
り
、
航

空
業
界
の
発
展
を
祈
念
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
殉
難
者

の
御
霊
安
寧
の
た
め
奉
仕
致
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

忠
八
翁
が
晩
年
「
翼
な
き
身

も
今
は
憂
へ
す　

空
の
便
り
の
叶

う
飛
行
機
」
と
詠
ま
れ
ま
し
た
。

　

航
空
業
界
の
益
々
の
発
展
を
便

と
し
て
忠
八
翁
に
届
き
お
喜
び
に

な
ら
れ
ま
す
こ
と
を
切
に
願
っ
て

お
り
ま
す
。

二宮忠八ゆかりの地・愛媛県八幡浜市

（八幡神社・愛媛県八幡浜市）
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天
皇
皇
后
両
陛
下
に
お
か
せ
ら
れ
ま
し
て

は
、「
第
四
十
回
国
際
外
科
学
会
世
界
総
会
」

の
御
臨
席
に
併
せ
て
地
方
事
情
御
視
察
の
為
、

十
月
二
十
三
日
〜
二
十
六
日
の
四
日
間
の

日
程
で
京
都
府
に
行
幸
啓
遊
ば
さ
れ
た
。

　

二
十
三
日
午
後
三
時
半
頃
京
都
駅
に
御

着
。午
後
四
時
頃
に
は
京
都
大
宮
御
所
に
お

入
り
遊
ば
さ
れ
た
。

二
十
四
日
午
前
は
、京
都
国
立
博
物
館
を
御

視
察
さ
れ
、午
後
は「
第
四
十
回
国
際
外
科

学
会
世
界
総
会
」の
開
会
式
に
御
臨
席
遊
ば

さ
れ
た
。

　

二
十
五
日
は
、昨
年
に
式
年
遷
宮
が
執
り
行
わ
れ
た
賀
茂
御
祖
神
社
・
賀
茂

別
雷
神
社
の
両
社
を
御
親
拝
行
幸
啓
遊
ば
さ
れ
た
。

　

二
十
六
日
は
、京
都
府
立
医
科
大
学
に
て
眼
科
の
先
端
技
術
を
御
視
察
さ
れ

後
、還
行
啓（
御
帰
京
）遊
ば
さ
れ
た
。

　

各
日
共
、日
本
会
議
・
京
都
を
始
め
、京
都
府
神
道
青
年
会
、京
都
府
氏
子
青

年
連
合
会
で
結
成
さ
れ
た「
御
奉
送
迎
団
」に
よ
り
行
幸
啓
さ
れ
る
各
所
に
参

集
さ
れ
た
方
々
に
国
旗
小
旗
を
頒
布
し
皆
様
と
共
に
盛
大
に
御
奉
送
迎
を
奉

仕
さ
せ
て
頂
い
た
。

　

皇
太
子
殿
下
に
お
か
せ
ら
れ
ま
し
て
は
、全
国
育
樹
祭
へ
の
御
臨
場
に
併
せ

て
地
方
事
情
御
視
察
の
為
、十
月
七
日
か
ら
九
日
ま
で
三
日
間
の
日
程
で
行
啓

遊
ば
さ
れ
た
。

　

七
日
の
午
後
二
時
頃
京
都
駅
に
御
着
、京
都
大
宮
御
所
に
お
入
り
に
な
ら
れ

育
樹
祭
ご
臨
席
に
あ
た
り
御
身
の
御
調
整
を
さ
れ
た
。

　

八
日
は
、山
城
総
合
運
動
公
園（
宇
治
市
）に
て
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
平
成

三
年
に
御
手
植
え
遊
ば
さ
れ
た
北
山
杉
・
し
だ
れ
桜
を
お
手
入
れ
さ
れ
、午
後
は

「
け
い
は
ん
な
学
研
都
市（
関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
）」に
所
在
す
る
民
間
施

設
に
お
い
て
人
口
知
能
や
ロ
ボ
ッ
ト
の
研
究
を
御
視
察
さ
れ
た
。

天
皇
皇
后
両
陛
下
御
奉
送
迎

皇
太
子
殿
下
御
奉
送
迎

－6－

平成２８年１１月３０日 京都府神道青年会会報 第１３２号

＊ 国旗小旗は「御奉送迎団」奉仕協力の
　各団体により一本、一本心を込めて奉製
　されています



　

九
日
の
午
前
は
、府
民
の
森
ひ
よ
し（
南
丹

市
）に
て
全
国
育
樹
祭
の
式
典
に
御
臨
席
、お

言
葉
を
述
べ
ら
れ
、午
後
は「
京
都
新
光
悦
村

（
府
営
工
業
団
地
）」に
て
、八
つ
橋（
和
菓
子
）

の
製
造
工
程
、コ
マ
作
り
木
工
教
室（
小
学
生

製
作
）、仏
像
奉
製
を
御
視
察
さ
れ
た
後
、京

都
駅
よ
り
還
啓
さ
れ
た
。

　

御
入
洛
の
期
間
、各
所
に
於
い
て
京
都
府

神
道
青
年
会
を
始
め
、京
都
府
氏
子
青
年
連

合
会
、日
本
会
議
・
京
都
で
結
成
さ
れ
た
奉

送
迎
団
に
て
国
旗
小
旗
を
皇
太
子
殿
下
が

行
啓
さ
れ
る
各
所
に
参
集
さ
れ
た
方
々
に
頒

布
さ
せ
て
頂
き
奉
送
迎
を
皆
様
と
共
に
ご
奉
仕
さ
せ
て
頂
い
た
。

　

皇
太
子
殿
下
同
妃
殿
下
愛
子
内
親
王
殿
下
に
お
か
せ
ら
れ
ま
し
て
は
、畝
傍

山
東
北
陵（
神
武
天
皇
山
陵
）拝
礼
の
為
、平
成
二
十
八
年
七
月
二
十
一
日
か

ら
二
十
二
日
の
日
程
で
御
入
洛
遊
ば
さ
れ
た
。

　

二
十
一
日
は
、京
都
駅
に
お
い
て
新
幹
線
か
ら
近
鉄
線
に
御
乗
り
換
え
を
さ

れ
奈
良
県
橿
原
市
の
畝
傍
山
東
北
陵（
神
武
天
皇
山
陵
）に
行
啓
さ
れ
拝
礼
、

同
日
夕
刻
頃
、再
度
御
入
洛
さ
れ
、京
都
大
宮
御
所
に
て
御
宿
泊
さ
れ
た
。二

十
二
日
は
、京
都
御
所
を
御
視
察
の
後
、御
帰
京
さ
れ
た
。

　

両
日
共
に
京
都
駅
に
お
い
て
日
本
会
議
・
京
都
を
中
心
に
京
都
府
氏
子
青
年

連
合
会
、京
都
府
神
道
青
年
会
の
各
会
員
に
て「
御
奉
送
迎
団
」を
結
成
し
、新

幹
線
・
近
鉄
線
改
札
内
外
に
て
駅
利
用
者
に
国
旗
小
旗
を
頒
布
し
共
に
御
奉
送

迎
を
ご
奉
仕
さ
せ
て
頂
い
た
。

　

愛
子
内
親
王
殿
下
の
初
め
て
の
御
入
洛
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、御
奉
送
迎
者

の
心
の
こ
も
っ
た
奉
迎
・
奉
送
の
声
も
各
所
か
ら
聞
か
れ
た
。

皇
太
子
殿
下
同
妃
殿
下

愛
子
内
親
王
殿
下
御
奉
送
迎
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去
る
平
成
二
十
八
年
六
月
七
日
・
八
日
の
二
日
間
、神
道
青
年
全
国
協
議
会

主
催
に
て「
国
家
安
寧
祈
願
祭
」（
神
武
天
皇
二
千
六
百
年
記
念
事
業
）が
橿
原

神
宮（
奈
良
県
橿
原
市
）に
て
執
り
行
わ
れ
た
。当
会
か
ら
は
、祭
典
奉
仕
に
櫻

井
会
長
を
は
じ
め
東
良
会
員
、ま
た
伶
人
奉
仕
に
生
嶌
親
睦
委
員
長
、杉
田
会

員
の
計
四
名
が
参
加
し
た
。初
日
は
、参
加
者
の
顔
合
わ
せ
と
習
礼
が
主
で
あ
っ

た
為
、橿
原
神
宮
到
着
後
、奉
仕
会
員
全
員
で
正
式
参
拝
並
び
に
御
陵
参
拝
を

さ
せ
て
頂
い
た
。そ
の
後
、祭
典
奉
仕
者
、伶
人
奉
仕
者
に
分
か
れ
そ
れ
ぞ
れ
習

礼
を
行
っ
た
。終
了
後
、全
国
各
地
域
よ
り
参
集
し
た
奉
仕
会
員
は
個
々
の
ホ

テ
ル
に
入
り
明
日
の
祭
典
奉
仕
に
備
え

各
々
が
参
籠
に
順
じ
た
一
晩
を
過
ご
し
た
。

二
日
目
は
早
朝
か
ら
昨
日
の
雨
天
が
嘘
の

よ
う
に
晴
天
と
な
り
、神
武
天
皇
の
御
加

護
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
祭
典
の
日

と
な
っ
た
。こ
の
日
も
到
着
後
、奉
仕
別
に

分
か
れ
奉
仕
会
員
は
所
役
確
認
、伶
人
は

音
出
し
等
、各
々
が
祭
典
開
始
時
刻
ま
で

に
気
持
ち
を
高
揚
さ
せ
て
い
た
。そ
し
て
祭

典
が
開
始
さ
れ
緊
張
感
漂
う
中
、普
段
見

る
事
の
無
い
百
余
名
の
斎
服
の
祭
員
が
本

殿
へ
参
進
す
る
姿
は
大
変
壮
大
な
光
景
を

見
せ
て
い
た
。祭
典
も
無
事
修
め
ら
れ
、引
き
続
き
直
会
が
盛
大
に
行
わ
れ
、田

中
恆
清
神
社
本
庁
総
長
様
や
、久
保
田
昌
孝
宮
司
様
を
始
め
関
係
各
位
の
ご

挨
拶
を
い
た
だ
き
厳
粛
か
つ
壮
大
な
祭
典
の
二
日
間
は
滞
り
な
く
修
め
ら
れ
た
。

　

今
回
の
奉
仕
に
参
加
し
た
会
員
各
々
が
経
験
し
た
事
を
各
奉
務
神
社
に
持

ち
帰
り
今
後
の
ご
奉
仕
に
活
か
し
て
頂
け
れ
ば
と
思
う
。　

（
平
安
神
宮
・
生
嶌
和
顕
）
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平
成
二
七
年
度

　京
都
府
神
道
青
年
会
活
動
報
告
書

自

　平
成
二
七
年
七
月 

一 

日

至

　平
成
二
八
年
六
月
三
〇
日

年
月
日

人
数

場
　
　
　
所

内
　
　
　
　
　
　
容

七
月
　
　
二
日

五
日

八
日

八
日

八
日

九
日

一
三
日

二
二
日

二
三
日

二
七
日

二
七
日

二
九
日

三
〇
日

八
月
　
　
二
日

五
日

五
日

七
日

一
七
日

一
八
日

一
九
日

一
九
〜
二
〇
日

二
〇
日

二
五
〜
二
七
日

二
六
日

二
六
〜
二
七
日

二
七
日

九
月
　
　
一
日

二
日

七
日

七
日

一
五
日

一
五
日

二
一
日

二
四
日

二
四
日

三
〇
日

四
名

一
五
名

二
六
名

八
六
名

八
一
名

七
名

六
名

一
名

三
名

五
名

七
名

八
名

九
名

一
四
名

一
二
名

一
四
名

一
一
名

一
四
名

八
名

一
六
名

九
名

五
名

一
名

六
名

五
名

三
六
名

一
八
名

五
名

三
四
名

七
名

九
名

一
二
名

七
名

九
名

松
尾
大
社
西
七
条
御
旅
所

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都

水
明
社

レ
ス
ト
ラ
ン
菊
水

京
都
府
神
社
会
館

桜
屋 

う
ま
い
も
ん
居
酒
屋

伏
見
稲
荷
大
社

鱗薩
摩
ご
か
も
ん 

京
都
四
条
烏
丸
本
店

八
大
神
社

向
日
神
社

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都

八
坂
神
社

ア
サ
ヒ
ス
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
京
都

情
熱
食
彩 
京
色

ホ
テ
ル
京
都
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

石
上
神
宮

神
宮
他

硫
黄
島
・
靖
國
神
社
他

鱗神
社
本
庁
・
靖
國
神
社

立
正
佼
成
会
京
都
教
会
体
育
館

大
将
軍
八
神
社

京
都
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
＆
ス
パ

京
都
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
＆
ス
パ

伏
見
稲
荷
大
社

八
坂
神
社

修
学
院
離
宮
　
ホ
テ
ル
平
安
の
森
京
都

西
陣
織
会
館

伏
見
稲
荷
大
社

監
査
会
開
催

「
美
し
い
日
本
の
憲
法
を
つ
く
る

　
　
　
　
　
　
　
京
都
府
民
の
会
設
立
総
会
」参
加

新
旧
合
同
役
員
会
開
催

平
成
二
七
年
度
定
例
総
会
開
催

　
　
　
　
同
　
　
懇
親
会
開
催（
総
勢
一
四
〇
名
）

前
会
長
・
新
執
行
部
挨
拶
訪
問

教
化
委
員
会
　
第
一
回
委
員
会
開
催

京
都
府
神
社
庁
関
係
団
体
代
表
者
懇
話
会
出
席

広
報
委
員
会
　
第
一
回
委
員
会
開
催

事
業
委
員
会
　
第
一
回
委
員
会
開
催

親
睦
委
員
会
　
第
一
回
委
員
会
開
催

組
織
委
員
会
　
第
一
回
委
員
会
開
催

第
一
回
執
行
部
会
開
催

第
一
回
役
員
会
開
催

近
畿
地
区
　
第
一
回
役
員
会
出
席
及
び
助
勢

近
畿
地
区
　
顧
問
参
与
会
出
席
及
び
助
勢

教
化
委
員
会
主
催「
鎮
守
の
杜
お
祭
り
体
験
」

野
球
部
納
涼
会（
総
勢
二
五
名
）

渉
外
委
員
会
　
第
一
回
委
員
会
開
催

京
都
府
神
社
庁「
日
本
文
化
セ
ミ
ナ
ー
」参
加

近
畿
地
区 「
禊
・
鎮
魂
錬
成
研
修
会
」参
加

京
都
府
神
社
庁「
こ
ど
も
参
宮
団
」参
加

神
青
協 「
硫
黄
島
慰
霊
祭
及
び
報
告
会
」参
加

事
業
委
員
会
　
第
二
回
委
員
会
開
催

神
青
協 「
平
成
二
七
年
度
夏
期
セ
ミ
ナ
ー
」参
加

組
織
委
員
会
　
機
関
誌『
洛
声
』一
〇
七
号
発
行

親
睦
委
員
会
主
催「
親
睦
運
動
会
」開
催（
総
勢
五
七
名
）

第
二
回
役
員
会
開
催

近
畿
地
区
　
第
二
回
役
員
会
出
席

近
畿
地
区
　
第
一
回
連
絡
会
出
席

事
業
委
員
会
　
第
三
回
委
員
会
開
催

事
業
委
員
会
　
七
五
三
ポ
ス
タ
ー
発
行

教
化
委
員
会
　
第
二
回
委
員
会
開
催

渉
外
委
員
会
主
催「
皇
室
関
連
施
設
清
掃
奉
仕
」

　
　
　
　
　
※
兼
近
畿
地
区
事
業（
総
勢
二
五
名
）

京
都
府
神
社
庁「
第
四
四
回
交
通
慰
霊
祭
」助
勢

組
織
委
員
会
　
第
二
回
委
員
会
開
催

年
月
日

人
数

場
　
　
　
所

内
　
　
　
　
　
　
容

十
月
　
　
七
日

二
一
日

二
七
日

二
七
日

二
九
日

二
九
日

三
〇
日

十
一
月
　
九
日

九
日

一
〇
日

一
一
日

一
三
日

一
三
日

一
四
日

一
六
日

一
八
日

二
〇
日

二
五
日

二
六
日

二
六
日

二
七
日

三
〇
日

十
二
月
　
二
日

二
日

一
〇
日

一
〇
〜
一
一
日

一
一
日

一
八
日

二
〇
日

二
一
日

二
三
日

一
月
　
二
三
日

二
五
日

二
六
日

六
名

四
名

一
一
名

一
七
名

六
名

一
五
名

一
七
名

一
〇
名

五
名

二
名

一
〇
名

一
五
名

九
名

八
名

五
名

九
名

一
一
名

一
八
名

四
二
名

七
名

六
名

二
六
名

一
五
名

二
名

一
一
名

一
六
名

一
〇
名

五
名

会
長

七
名

四
名

楽
酒
楽
食 

清
水
商
店

若
人
の
広
場
公
園

平
安
神
宮

平
安
神
宮

京
都
府
神
社
会
館

平
安
神
宮

町
衆
料
理 

京
も
ん

大
将
軍
八
神
社

お
に
か
い

日
本
武
道
館

大
将
軍
八
神
社

伏
見
稲
荷
大
社

南
山
は
な
れ

石
清
水
八
幡
宮

笑
い
屋

京
都
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

御
香
宮
神
社

賀
茂
御
祖
神
社

が
ん
こ
三
条
本
店

京
都
駅

賀
茂
御
祖
神
社

賀
茂
御
祖
神
社

な
か
川

沖
縄
県

御
池
酔
心
本
店

京
都
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
＆
ス
パ

旬
菜
料
理
　
雫

新
都
ホ
テ
ル

京
都
府
神
社
庁

北
野
天
満
宮

鶏
王
　
四
条
烏
丸
店

広
報
委
員
会
　
第
二
回
委
員
会
開
催

近
畿
地
区
　「
第
二
一
回
全
國
戰
歿
學
徒
追
悼
祭
」

奉
仕
及
び
参
列

第
二
回
執
行
部
会
開
催

第
三
回
役
員
会
開
催

日
本
会
議
・
京
都
総
会
並
び
に

憲
法
改
正
に
つ
い
て
の
質
疑
応
答
会
出
席

教
化
委
員
会
主
催
研
修
会

「
い
け
ば
な
の
伝
承
と
伝
統
」開
催（
総
勢
二
五
名
）

新
旧
役
員
合
同
懇
談
会（
総
勢
二
〇
名
）

教
化
委
員
会
　
第
三
回
委
員
会
開
催

親
睦
委
員
会
　
第
二
回
委
員
会
開
催

憲
法
改
正
　
武
道
館
一
万
人
大
会
参
加

教
化
委
員
会
主
催「
七
五
三
の
集
い
」開
催（
総
勢
四
九
名
）

事
業
委
員
会
　
平
成
二
八
年
カ
レ
ン
ダ
ー
発
送
作
業

事
業
委
員
会
　
平
成
二
八
年
カ
レ
ン
ダ
ー
発
行

京
都
府
氏
子
青
年
連
合
会
と
の
懇
親
会
参
加

第
三
回
執
行
部
会
開
催

渉
外
委
員
会
　
第
二
回
委
員
会
開
催

京
都
府
戦
没
英
霊
追
悼
慰
霊
祭
並
び

神
政
連
京
都
府
本
部
時
局
講
演
会
参
加

組
織
委
員
会
　
第
三
回
委
員
会
開
催

第
四
回
役
員
会
開
催

組
織
委
員
会
　
機
関
誌『
洛
声
』第
一
〇
八
号
発
行

組
織
委
員
会
・
親
睦
委
員
会
主
催

「
Ｏ
Ｂ
懇
親
会
」開
催（
総
勢
五
二
名
）

皇
太
子
殿
下
御
入
洛
御
奉
送
迎

近
畿
地
区
　
第
三
回
役
員
会
出
席

近
畿
地
区
　
第
二
回
連
絡
会
出
席

野
球
部
　
納
会
開
催

神
政
連
京
都
府
本
部

「
沖
縄
京
都
の
塔
慰
霊
参
拝
団
」参
加

教
化
委
員
会
　
第
四
回
委
員
会
開
催

第
五
回
役
員
会
開
催

広
報
委
員
会
　
広
報
誌『
山
紫
水
明
』第
一
三
〇
号
発
行

広
報
委
員
会
　
第
三
回
委
員
会
開
催

日
本
会
議
・
京
都

「
天
長
節
奉
祝
京
都
式
典
・
講
演
会
」出
席

京
都
府
神
社
庁「
平
成
二
八
年
新
年
神
職
総
会
及
び

助
成
金
交
付
式
」出
席

渉
外
委
員
会「
ヤ
チ
マ
タ
募
金
活
動
」開
催

（
四
二
、〇
八
四
円
）

組
織
委
員
会
　
第
四
回
委
員
会
開
催
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年
月
日

人
数

場
　
　
　
所

内
　
　
　
　
　
　
容

一
月
　
二
七
日

三
〇
日

三
一
日

二
月
　
　
三
日

八
日

八
日

一
一
日

一
七
日

一
九
日

一
九
日

二
八
日

二
九
日

三
月
　
　
一
日

三
〜
四
日

四
日

八
日

八
日

八
日

九
日

一
〇
日

一
四
日

一
六
〜
一
七
日

二
六
日

二
七
日

二
八
日

二
九
日

四
月
　
　
二
日

四
日

六
日

一
四
日

一
七
日

一
八
日

一
八
日

二
一
日

二
六
日

二
六
日

一
名

七
名

一
六
名

一
七
名

一
五
名

五
六
名

四
名

九
名

四
名

一
一
名

八
名

一
八
名

二
名

二
〇
名

一
名

六
名

二
〇
名

一
四
名

六
名

一
三
名

八
名

九
名

四
名

会
長

二
名

六
名

九
名

九
名

九
名

三
名

八
名

八
名

一
三
名

二
名

一
六
名

坐
摩
神
社
〜
御
堂
筋

鱗向
日
神
社

吉
田
神
社

京
都
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ホ
テ
ル

京
都
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ホ
テ
ル

京
都
府
神
社
会
館

北
野
天
満
宮

神
宮

翠
雲
苑

う
ま
い
も
ん
や
室
町
応
援
団

長
岡
天
満
宮

神
宮

平
安
神
宮

橿
原
神
宮

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都

宇
治
市
内

さ
か
え
庵

が
ん
こ
二
条
苑

神
宮

博
多
華
味
鳥
京
都
四
条
通
店

伏
見
稲
荷
大
社

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都

堺
市 

天
野
山
Ｃ
Ｃ

京
都
駅

京
都
駅

賀
茂
御
祖
神
社

石
清
水
八
幡
宮

京
都
府
神
社
庁

御
香
宮
神
社

お
や
じ
の
蔵

大
将
軍
八
神
社

神
社
本
庁

鳥
せ
い
本
店

近
畿
地
区

「
国
旗
掲
揚
推
進
一・
二
七
御
堂
筋
パ
レ
ー
ド
」参
加

親
睦
委
員
会
　
第
三
回
委
員
会
開
催

第
六
回
役
員
会
開
催

京
都
府
神
社
庁

「
交
通
安
全
運
動
ヤ
チ
マ
タ
募
金
活
動
」参
加

第
七
回
役
員
会
開
催

平
成
二
八
年
新
年
会
開
催（
総
勢
九
七
名
）

日
本
会
議
・
京
都

「
建
国
記
念
の
日
奉
祝
京
都
式
典
・
講
演
会
」出
席

第
四
回
執
行
部
会
開
催

京
都
府
神
社
庁
　
学
生
対
象

「
神
職
さ
ん
と
行
く
伊
勢
参
宮
」参
加

渉
外
委
員
会
　
第
三
回
委
員
会
開
催

組
織
委
員
会
　
機
関
紙『
洛
声
』第
一
〇
九
号
発
行

教
化
委
員
会
　
第
五
回
委
員
会
開
催

第
八
回
役
員
会
開
催

京
都
府
神
社
庁「
お
伊
勢
さ
ん
初
ま
い
り
」参
加

親
睦
委
員
会
主
催
研
修
会

「
落
語
の
魅
力
を
聞
き
落
語
を
楽
し
む
　
　
　
　

（
講
師 

桂
福
丸
氏
）」開
催（
総
勢
二
七
名
）

橿
原
神
宮「
本
殿
遷
座
祭
遷
座
の
儀
」奉
仕

近
畿
地
区
　
第
四
回
役
員
会
出
席

近
畿
地
区
　
第
三
回
連
絡
会
出
席

近
畿
地
区
　
地
区
研
修
会
出
席

広
報
委
員
会
　
第
四
回
委
員
会
開
催

渉
外
委
員
会
主
催「
西
山
浄
土
宗
・
中
部
青
年
僧
の
会

と
の
交
流
会
」開
催（
総
勢
三
五
名
）

神
青
協「
平
成
二
七
年
度
神
宮
研
修
会
」参
加

教
化
委
員
会
　
第
六
回
委
員
会
開
催

事
業
委
員
会
　
第
四
回
委
員
会
開
催

京
都
府
神
社
庁「
神
社
総
代
会
総
会
」出
席

近
畿
地
区
　
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
参
加

天
皇
皇
后
両
陛
下
御
入
洛
御
奉
送
迎

天
皇
皇
后
両
陛
下
御
入
洛
御
奉
送
迎

親
睦
委
員
会
　
第
四
回
委
員
会
開
催

第
五
回
執
行
部
会
開
催

京
都
府
神
社
庁「
例
祭
」参
列

組
織
委
員
会
　
第
五
回
委
員
会
開
催

渉
外
委
員
会
　
第
四
回
委
員
会
開
催

第
九
回
役
員
会
開
催

神
青
協「
第
六
八
回
定
例
総
会
」出
席

野
球
部
総
会

年
月
日

人
数

場
　
　
　
所

内
　
　
　
　
　
　
容

五
月
　
　
三
日

六
日

一
一
日

一
三
日

一
六
日

一
六
日

一
六
〜
一
七
日

一
八
日

一
八
〜
一
九
日

一
九
日

二
〇
日

二
三
日

二
四
日

二
五
日

二
七
日

二
九
日

二
九
日

二
九
日

三
一
日

六
月
　
　
二
日

二
日

三
日

七
〜
八
日

一
四
日

一
五
日

一
五
日

一
六
日

一
八
日

一
八
日

一
九
日

一
九
日

二
二
日

二
九
日

二
九
日

三
〇
日

三
〇
日

三
名

一
一
名

六
名

五
名

九
名

九
名

一
名

一
〇
名

四
名

八
名

五
六
名

九
名

二
二
名

一
五
名

五
一
名

二
名

一
六
名

一
六
名

六
名

二
六
名

一
七
名

四
名

八
名

一
二
名

八
名

一
三
名

一
〇
名

九
名

一
〇
名

六
名

九
名

三
名

一
四
名

京
都
府
神
社
会
館

京
の
禅 

車 

四
条
烏
丸
店

北
野
天
満
宮

臼
松 

木
屋
町
店

Ｎ
Ｉ
Ｎ
Ｊ
Ａ 

Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

ビ
ア
レ
ス
ト
ラ
ン 

ミ
ュ
ン
ヘ
ン

北
海
道
根
室
市

大
将
軍
八
神
社

宮
城
県

ま
ん
ざ
ら
亭

伏
見
稲
荷
大
社

向
日
神
社

北
野
天
満
宮

北
野
天
満
宮

ラ
ウ
ン
ド
ワ
ン
京
都
河
原
町 

さ
ざ
ん
か
亭
六
角
店

大
原
神
社

平
安
神
宮

平
安
神
宮

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都

横
大
路
運
動
公
園
野
球
場

橿
原
神
宮

Ｋ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｉ 

河
原
町
店

伏
見
稲
荷
大
社

来
恩

伏
見
稲
荷
大
社

伏
見
稲
荷
大
社

酒
蔵
家

長
岡
天
満
宮

平
安
神
宮

八
大
神
社

京
都
府
庁

賀
茂
御
祖
神
社

日
本
会
議
・
京
都

「
憲
法
フ
ォ
ー
ラ
ム 

京
都
府
民
の
集
い
」参
加

組
織
委
員
会
　
第
六
回
委
員
会
開
催

近
畿
地
区
第
五
回
役
員
会
出
席

事
業
委
員
会
　
第
五
回
委
員
会
開
催

教
化
委
員
会
　
第
七
回
委
員
会
開
催

渉
外
委
員
会
　
第
五
回
委
員
会
開
催

神
青
協「
北
方
領
土
の
碑
　
現
状
視
察
並
び
に

清
掃
奉
仕
・
修
祓
式
」参
加

広
報
委
員
会
　
第
五
回
委
員
会
開
催

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
活
動
視
察

親
睦
委
員
会
　
第
五
回
委
員
会
開
催

事
業
委
員
会
主
催
研
修
会「
文
化
財
の
防
火
・
防
災
に
つ
い
て

（
講
師 

京
都
市
消
防
局
予
防
部
）」開
催（
総
勢
六
八
名
）

第
六
回
執
行
部
会
開
催

渉
外
委
員
会
主
催「
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
」準
備
作
業

渉
外
委
員
会
主
催「
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
」開
催

（
四
三
一
、二
六
二
円
）

親
睦
委
員
会
主
催「
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」開
催（
総
勢
八
五
名
）

京
都
府
神
社
庁「
春
の
御
田
植
え
祭
体
験
ツ
ア
ー
」参
加

平
成
二
八
年
度
活
動
・
予
算
審
議
会
開
催

第
一
〇
回
役
員
会
開
催

組
織
委
員
会
　
機
関
紙『
洛
声
』第
一
一
〇
号
発
行

近
畿
地
区
　
第
六
回
役
員
会
出
席

近
畿
地
区
　
定
例
総
会
出
席

近
畿
地
区
　
野
球
大
会
参
加

神
青
協
　「
神
武
天
皇
二
六
〇
〇
年
記
念
事
業

 

国
家
安
寧
祈
願
祭
」奉
仕

組
織
委
員
会
　
第
七
回
委
員
会
開
催

教
化
委
員
会
　
第
八
回
委
員
会
開
催

渉
外
委
員
会
　
第
六
回
委
員
会
開
催

教
化
委
員
会
主
催
　
一
般
教
化
促
進
事
業「
学
生
対
象

神
職
さ
ん
と
行
く
神
社
探
訪
」開
催（
総
勢
四
一
名
）

事
業
委
員
会
　
第
六
回
委
員
会
開
催

広
報
委
員
会
　
第
六
回
委
員
会
開
催

京
都
府
神
社
庁「
第
一
九
回
鎮
守
の
杜
フ
ェ
ス
タ
」参
加

親
睦
委
員
会
　
第
六
回
委
員
会
開
催

第
七
回
執
行
部
会

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
収
益
金
寄
託

第
一
一
回
役
員
会

広
報
委
員
会
　
広
報
誌
『
山
紫
水
明
』
第
一
三
一
号
発
行

組
織
委
員
会
　「
平
成
二
八
年
度
会
員
名
簿
」作
製

（
七
月
五
日
発
行
）
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当
会
事
業
委
員
会
で
は
、ブ
ラ
イ
ダ
ル
ハ
ウ
ス
・
オ
エ
様
、タ
カ
ミ
ブ
ラ
イ
ダ
ル

（
高
見
株
式
会
社
）様
、キ
ョ
ウ
カ
ネ
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ（
株
式
会
社
京
鐘
）様
の
ご

協
賛
、ご
協
力
の
も
と
、毎
年
恒
例
の
七
五
三
ポ
ス
タ
ー
を
作
製
し
、各
神
社
に

頒
布
い
た
し
ま
し
た
。

　

尚
、ポ
ス
タ
ー
撮
影
は
、ブ
ラ
イ
ダ
ル
ハ
ウ
ス
・
オ
エ
様
に
ご
担
当
頂
き
、モ
デ

ル
は
当
会
会
員
の
お
子
様
、松
大
路
萌
々
子
ち
ゃ
ん
、東
良
昇
く
ん
、中
田
貴
大

く
ん
、中
井
悠
衣
ち
ゃ
ん
の
四
名
に
務
め
て
頂
き
ま
し
た
。

　

ご
協
力
頂
き
ま
し
た
皆
様
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

皇
室
関
連
施
設
清
掃
奉
仕　

恒
例
の
皇
室
関
連
清
掃
奉
仕
が
平
成

二
十
八
年
九
月
二
十
八
日
に
京
都
大
宮
・

仙
洞
御
所
に
お
い
て
参
加
会
員
三
十
名
に

て
実
施
さ
れ
た
。

　

当
日
は
、集
合
時
の
時
点
で
時
折
小
雨

の
降
る
曇
天
で
は
あ
っ
た
が
、宮
内
庁
京

都
事
務
所
の
ご
厚
意
か
ら
清
掃
奉
仕
を
さ

せ
て
頂
け
る
事
に
な
り
、三
年
続
け
て
の

中
止
は
回
避
す
る
事
が
出
来
た
。

　

参
加
会
員
は
合
羽
を
着
用
し
、竹
箒
や

熊
手
を
そ
れ
ぞ
れ
手
に
持
ち「
落
ち
葉
」や

「
銀
杏
の
実
」を
懸
命
に
掃
き
集
め
て
い
た
。

　

途
中
、雨
が
強
く
な
り
始
め
た
事
も
あ
り
清
掃
奉
仕
は
一
時
間
程
で
終
え
る

事
に
な
っ
た
が
今
回
の
清
掃
奉
仕
後
、十
月
上
旬
に
皇
太
子
殿
下
が
大
宮
御
所

に
御
宿
泊
さ
れ
る
由
、漏
れ
承
っ
て
い
た
と
い
う
事
も
あ
り「
少
し
で
も
清
浄
な

場
に
」と
い
う
会
員
の
皇
室
に
対
す
る
強
い
崇
敬
の
念
が
伝
わ
っ
て
く
る
姿
が
見

ら
れ
た
大
変
意
義
の
あ
る
一
時
間
で
あ
っ
た
。

　

清
掃
奉
仕
後
は
待
機
所（
休
憩
所
）に
て
三
十
分
程
休
憩
を
さ
せ
て
頂
き
、そ

の
後
は
御
厚
意
に
よ
り
京
都
大
宮
・
仙
洞
御
所
を
一
時
間
程
、宮
内
庁
京
都
事

務
所
職
員
の
案
内
の
も
と
拝
観
さ
せ
て
頂
い
た
。参
加
会
員
は
、興
味
深
い
説

明
に
耳
を
傾
け
、随
所
で
手
持
ち
の
カ
メ
ラ
で
撮
影
を
し
て
い
た
。

京都府神道青年会
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京都市下京区五条通河原町西

TEL.075-351-7722
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七五三詣はレンタル衣裳で…

七五三詣七五三詣

制作：京都府神道青年会　　美容・衣裳・撮影協力：

古
来
、
十
一
月
十
五
日
は
三
歳
の
男
女
、
五
歳
の
男
の
子
、
七
歳
の
女
の
子
た
ち
が
、

氏
神
様
に
お
参
り
し
お
祓
い
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
を
一
般
に
「
七
五
三
詣
」
と
い
い
ま
す
。

三
歳
は
「
髪
置
（
か
み
お
き
）
」
と
い
っ
て
、

そ
れ
ま
で
短
く
し
て
い
た
髪
を
伸
ば
し
は
じ
め
る
儀
式
。

五
歳
は
「
袴
着
（
は
か
ま
ぎ
）
」
と
い
わ
れ
る
男
の
子
の
お
祝
い
で
、
袴
を
つ
け
る
儀
式
。

七
歳
は
「
帯
解
（
お
び
と
き
）」
と
い
わ
れ
る
女
の
子
の
お
祝
い
で
、

つ
け
紐
を
と
り
、
帯
を
結
ぶ
儀
式
で
す
。
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再
び
待
機
所（
休
憩
所
）に
て
昼
食
を
頂

き
清
掃
奉
仕
は
修
め
ら
れ
た
。

　

午
後
四
時
半
よ
り「
ホ
テ
ル
平
安
の
森
京

都
」に
て
開
催
さ
れ
る
懇
親
会
ま
で
の
時
間

を
当
日
拝
観
受
付
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た「
京
都
御
所
」の
拝
観
や
京
都
市
内

の
神
社
参
拝
等
に
充
て
各
々
が
研
修
時
間

と
し
て
自
己
研
鑽
に
努
め
て
い
た
。

　

懇
親
会
は
、近
畿
地
区
会
員
、ま
た
氏
子

青
年
連
合
会
会
員
と
の
親
睦
も
深
め
ら
れ

終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
進
め
ら
れ
盛

会
の
内
に
散
会
と
な
っ
た
。

　

最
後
に
、清
掃
奉
仕
の
受
け
入
れ
、ま
た

準
備
や
当
日
の
対
応
を
快
く
引
き
受
け
て

下
さ
っ
た
宮
内
庁
京
都
事
務
所
関
係
各
位

に
は
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

京
都
府
に
贈
呈（
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
収
益
金
）

　

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー（
平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
五
日
に
北
野
天
満
宮
で
開

催
）の
収
益
金
よ
り「
三
十
万
円
」が
、平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
九
日
、京
都

府
庁
舎
内
京
都
府
府
民
生
活
部「
安
心
・
安
全
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
」の
、京
都

府
府
民
生
活
部
長
様
に
櫻
井
会
長
よ
り
贈
呈
さ
れ
た
。

　

当
日
は
、櫻
井
会
長
、田
中
渉
外
委
員
長
の
両
名
が
出
席
し
、京
都
府
府
民

生
活
部
長
様
と
懇
談
の
後
、贈
呈
式
が
行
わ
れ
た
。

　

贈
呈
式
で
は
、京
都
府
府
民
生
活
部
長
様
よ
り
感
謝
の
辞
を
頂
戴
し
、櫻
井

会
長
か
ら
は「
こ
れ
か
ら
も
青
年
神
職
の
力
を
こ
の
事
業
に
注
ぎ
、社
会
福
祉

活
動
や
交
通
安
全
推
進
運
動
の
一
旦
を
担
っ
て
い
き
た
い
。」と
、熱
意
の
籠
っ
た

言
葉
が
聞
か
れ
た
。会
員
の
皆
様
に
は
こ
の
事
業
の
趣
旨
を
ご
理
解
頂
き
、是

非
、積
極
的
に「
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
」や「
募
金
活
動
」に
参
加
し
て
頂
き
た
い
。
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